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日本銀行が 6 月 10 日に公表した「企業物価

指数」（5 月速報）によれば、「国内企業物価指

数（総平均）」は、前年同月比9.1%、「輸入物価

指数」は、円ベースで43.3%、契約通貨ベース

で26.3%上昇しており、国内企業物価指数を「品

目別」に見ると、「木材・木製品」が前年同月比

56.1%、「石油・石炭製品」が同21.6%、鉄鋼が

同29.8%の上昇となっている。これでも4月速

報よりは伸びが鈍化しているという状況であり、

建設・不動産市場の立場からも影響が心配され

る。 
一方、内閣府の「月例経済報告」は、「民間消

費」「民間設備投資」は「持ち直し」、「公共投資」

は「底堅い」と見ており、もちろん物価高騰を

懸念材料としてはいるが、「新型コロナウイルス」

に関する記述を基調判断から削除するなど、全

体としては、景気は回復途上であるとの見方を

とっている。 
指摘されていることだが、原油価格の上昇、

物価高、円安が勢いを増したのは、昨年夏以降

であり、ロシアのウクライナ侵攻が開始された

のは今年の2月だから、戦争の影響で説明する

のは無理がある。むしろ、コロナ禍以前から世

界的な規模で原油や資材、人件費が高騰する要

因がそろい始めていたと考えるべきだろう。こ

こからは筆者の独自の見方の部分が強くなるが、

コロナに世界が震撼した 2020 年度があり、そ

こで見送られた半年ないし一年分の経済活動が

2021年度後半以降に上乗せされ、景気の加熱が

世界規模で続いているのではないか。その歪み

が物価や為替に及んでいるのではないか、と考

えている。 
冒頭に記述したように、円ベースと契約通貨

ベースで物価指数に開きがあり、この物価高に 
 
 

 
は円安という側面もある。建設業が調達する資

材、人員の市場もすでに国際化しており、為替

による影響も甚大である。しかしここでいった

ん、円安メリットの存在も指摘しておきたい。 
円安メリットといえば製造業だが、国土交通

省「建築着工統計」で「使途別」の「工場及び

作業場」の「着工床面積」を見ると、4月で7か

月連続の前年同月比増加となっており、2022年

に入っての 1～4 月の累計では前年比 45.1%の

増加となった。「用途別」で見ても「製造業」の

着工床面積は、昨年5月以来12か月連続増加。

昨年8月を除き、すべて2けたの増加となって

いる。2020年度には、コロナ禍で急激にホテル

投資が落ち込むなど、様々な変動があった建設

市場だが、こうして状況に応じて牽引役が変わ

っていくというところに、ある種の強さを感じ

る。基本的に受注型の産業であることから、建

設業界では、自虐的な表現をする習わしがあり、

もちろん多種多様な発注者に対して問題解決的

に関わっていくというような苦労は存在するの

だけれども、それが他産業では獲得できないよ

うな危機対応能力につながっているという側面

がある。こうした対応能力を、もう少し意識的

に、発注者や他産業を巻き込んで業種横断、あ

るいは地域横断で共有し保持するようなしくみ、

産業のあり方、日本経済への貢献のし方を構想

できないか。 
希望的観測も含むが、この秋には物価も落ち

着くのではないか、という見方がある。そうで

あれば良いが、仮に落ち着いたとしても、そこ

で終わりにせずに物価高騰が生じたロジックを

追究しておきたい。その情報を共有することで、

筆者も少しだけでも、建設業界の危機対応能力

の充実に貢献できれば、と思っている。 
 
 

建設市場の対応力 

前 研究理事  三浦 文敬 
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Ⅰ．コロナ禍をチャンスととらえ、都市から熊本へ人の流れを！ 

 ～熊本県における移住定住の推進について～ 

熊本県企画振興部 

首席審議員(兼)企画課長 

小川 剛史 

1．～はじめに～ 

 

筆者は令和 2 年 7 月より国土交通省から熊本県に出向・赴任しております。これまでの

業務を簡単にご紹介しますと、1 年目は交通政策担当として、主に着任直後に発生した令和

2 年 7 月豪雨災害により甚大な被害を受けた県内各鉄道（JR 肥薩線、くま川鉄道、肥薩お

れんじ鉄道）の復旧に向けた取組等の陣頭指揮を執りました。その後、2 年目は地域振興担

当として、県内各地の地域づくりへの支援や移住定住の推進等に携わり、そして今春からは

企画担当として、県政全体の企画・総合調整や、特命事項（SDGs の推進や、半導体企業立

地に伴う国際教育環境の整備等）等に取り組んでいるところです。 

 

今回、建設経済研究所様から月刊誌の執筆依頼をいただきました。本研究所は（今さら筆

者から説明するまでもありませんが）建設業保証会社 3 社の出捐を受けて設立された研究

機関となります。思い返せば、筆者は 10 年ほど前に国交省の建設市場整備課という部署で

主に中小建設企業への金融支援施策を担当していたことがあり、その際は上記保証会社の

みなさまをはじめ、関係する様々な方々と仕事をご一緒させていただきました。 

そのようなご縁もあり、今回執筆にあたり、何かお役に立てるテーマはないかといろいろ

思案しました。最初に述べた通り、熊本県に赴任して以降、様々な業務を経験しているもの

の、県庁では企画振興部での勤務であり、本誌の中心的テーマである「社会資本整備や建設

産業」からは現在は若干離れた立場だからです。 

 

さんざん悩んだ結果、本稿ではいわゆるハード整備やまちづくりとは少し毛色が異なる

かもしれませんが、「移住定住」をテーマに掲げることにしました。 

ご存じのとおり、昨今のコロナ禍により、「都市から地方へ」人の流れが加速化しており

ます。地方部では今後、更なる人口減少が続くことが予想される中、移住定住者や関係人口

が地域づくりや地域の活力を担う重要なポイントとなりえると考えるからです。 

本稿では昨年度筆者が担当課長として携わった熊本県における移住定住施策について、

人口動態や移住者アンケート等のデータに触れつつ、昨年度立ち上げた全庁的な移住定住

推進体制、そして具体的な移住定住施策について紹介することとしたいと思います。なお、

本稿の内容や考え方等については、筆者個人の見解も多分に含まれていることを最初にお

ことわりさせていただきます。  
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2．近年の移住定住を取り巻く状況について 

 

(1)東京都における転入・転出超過の状況 

 

本稿ではまず、いくつかのデータやアンケート結果等を紹介しつつ、コロナ禍における

近年の移住定住を取り巻く状況について述べたいと思います。 

 

最初に紹介するのは、最大の転入超過地域である東京都における現状です（図 1）。総務

省の「住民基本台帳人口移動報告」を見てみると、平成 31 年度（令和元年度）は、一般的

に入学・就職等により転居の機会が多い春（3・4 月）はもちろん、他の時期も年間を通じ

て転入超過となっていますが、コロナ禍を経て、翌年の令和 2 年度の 5 月以降は転出超過

の傾向となっていることがわかります。 

東京都における人口動態が転出超過となるのは、平成 25 年 7 月の統計開始以降、初めて

のことであり、令和 3 年度以降も同様の傾向（春を除いて転出超過であり、年間の転入超過

者も以前と比べて大幅に減少）が続いております。コロナ禍により「都市から地方へ」とい

う流れがデータからも確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（図 1）東京都における転入・転出超過の現状（他都道府県間） 

※総務省「住民基本台帳人口移動報告」より 
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(2)熊本県における転出入者等 

 

次に、熊本県における転出入者（図 2）を見てみると、東京都・大阪府などの都市圏に対

して、いずれも転出超過となっていますが、令和 3 年は令和 2 年と比べてその幅は縮小し

ていることがわかります。特に、最大の転出先である福岡県への転出超過は 548 人で、前

年の 1,652 人と比較して大幅に縮小していることがわかります。 

その他の九州各県については、本県への転入が転出を上回っており、また、県全体でも令

和 3 年の転出超過は前年と比較して大幅に縮小していることが確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)熊本県に移住された方へのアンケート調査 

 

ここからは人口動態だけでなく、いわゆる「移住者」に限定したデータや彼・彼女らの声

等を紹介したいと思います。熊本県では移住者の属性やコロナ禍における移住への意識変

化などを把握するため、令和 3 年度に移住者へのアンケート調査を実施しました。これは、

令和 2 年度以降に県内の各市町村の移住施策を利用して移住した世帯に対して行ったもの

で、回答数は 167 世帯と若干少ないものの、ここからは移住者の「生の声」を聴くことがで

きます。 

基本属性は（図 3）のとおりです。④の移住スタイルでは、いわゆる「U ターン」が約 3

割、「I ターン」が約 4 割という結果となっています。 

  

※熊本県「熊本県の人口と世帯数（年報）」より 

（図２）熊本県における転出入者数及び社会増減数 
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②年代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 4）では、いくつかの問の結果を抜粋したものになります。まず、【問 1】の移住者の

居住地については、「関東」が 40.1%と最も高く、次いで「九州」が 31.7%、「関西」が 11.4%

となっています。都道府県別では、「東京都」が 22.2%と最も高く、次いで「福岡県」が 21.6%、

「神奈川県」が 9.0%となっています。 

次に、【問 2】の居住形態ですが、移住後の居住形態は「持ち家（一戸建て）」が 44.9%と

最も高く、次いで「賃貸住宅(集合住宅)」が 26.9%、「賃貸住宅(一戸建て)」が 22.2%となっ

ています。なお、移住前と移住後では「持ち家（一戸建て）」が 21.5%、「賃貸住宅（一戸建

て）」が 16.8%増加しており、比較的手狭な集合住宅等から、地方移住を契機に一戸建てに

住まう、という傾向が見て取れます。 

続いて【問 3】の住まい探しの情報源ですが、「民間の不動産サイト」が 29.3%と最も高

く、次いで「親族・知人からの紹介」が 27.5%と続いています。注目すべきは 25.1%と 3 番

目に多かった「移住先の自治体の空き家バンク」についてです。一般的な家探しと異なり、

地方への移住に際しては自治体の HP 等に掲載されている空き家バンクを参考にしている

ケースが多いことがデータからも読み取ることができます。  

①性別 

③家族構成 

④移住スタイル 
⑤職業 

※熊本県「令和３年度（2021 年度）移住者アンケート調査」より 

（図３）熊本県「移住者アンケート」基本属性 
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【問１】移住前の居住地 

【問２】居住形態 

【問３】住まい探しの情報源 

※熊本県「令和３年度（2021 年度）移住者アンケート調査」より 

（図４）熊本県「移住者アンケート」問１～３ 
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続いて（図 5）では、【問 4】及び【問 5】の結果を示しています。 

【問 4】の移住前の熊本との関わりでは、「実家・親戚の家がある」が 49.7%と最も高く、

次いで「以前住んでいた」が 39.5%、「遊び（観光・買物・食事等）に行ったことがある」

が 32.9%と続いています。このように、熊本に移住される方は、「U ターン」の他にも、も

ともと何らかの関わりを有している場合が多いことがわかります。 

また、「特になし」が 11.4%となっていますが、逆を言うと約 9 割弱が何かしらの関わり

を有していることになります。このことからも、将来的な移住定住につながりうる、いわゆ

る「関係人口」の創出・拡大を図っていくことは、最終的に移住定住の更なる推進につなが

るのではないかと考えることができます。 

【問 5】の移住する際の不安についてでは、「仕事に関すること」が 44.9%と最も高く、

次いで「地域づきあいに関すること」が 38.3%と続きますが、ここでは、「移住に向けたお

金(引っ越し費用等)のこと」、「住まいに関すること」と、特に「住まい」関係の不安を答え

てくれた方が多いことがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、熊本県に実際に移住された方々のアンケート結果を簡単に紹介しました。これらの

結果から、例えば、「都市部への対応」や「空き家バンク」、「関係人口」といったいくつか

のキーワードが浮かび上がってきます。これらに対して県が取り組んでいる施策等につい

て、次章で詳しく述べたいと思います。  

【問４】移住前と熊本との関わり 【問５】移住する際の不安 

※熊本県「令和３年度（2021 年度）移住者アンケート調査」より 

（図５）熊本県「移住者アンケート」問４、５ 
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3．熊本県における移住定住施策の推進について 

 

(1)「熊本県移住定住推進本部」の設置 

 

本稿では、前章で人口動態や移住者の声等を紹介しつつ、データ的にもコロナ禍により

地方移住の関心が高まっていることを確認してきたところです。ここからは、この動きを踏

まえた熊本県の移住定住施策の取組等を紹介していきたいと思います。 

 

まずは組織体制の充実についてです。これまでも、熊本県としては、担当部局である企画

振興部地域振興課を中心に様々な移住定住施策を展開してきたところですが、コロナ禍に

おける「都市から地方へ」という人の流れを本県としても的確に捉え、これまで以上に県庁

内で連携して移住定住の推進に取り組むため、令和 3 年 4 月に「熊本県移住定住推進本部」

を立ち上げました。 

移住定住は大変「すそ野」の広い政策分野であり、単に移住定住担当部署のみが取り組ん

でも一定の限界があります。そこで、全庁的な推進体制を整えることにより、関係者が一丸

となり本県への人の流れを加速化するための施策の検討を進めることが本本部設置のねら

いです。 

具体的な体制としては、副知事を本部長とし、全ての部長級をメンバーとした「本部会

議」と、関係課長級で構成する「幹事会」を設置し、県庁内の幅広い関係部署と連携を図り

ながら、更なる移住定住に向けた各施策の検討を行ってまいりました。実際、昨年度はこの

本部会議で各部署から移住定住推進や関係人口増大に係る様々な施策が提案され、議論し

た結果、本年度（令和 4 年度）予算には多くの新規事業や事業の拡充が盛り込まれることと

なりました。 

 

(2)「取組みの方向性」の策定と方針に基づいた各移住定住施策 

 

また、本本部では基本的な取組の方向性である「移住定住の推進に向けた取組みの方向

性」を策定しています。（図 6）は本年 5 月の本部会議において構成員間で共有した最新の

ものになります。 

具体的には、「豊かに暮らせる熊本」の実現に向けて、移住者の暮らしの基盤となる「生

活環境・社会基盤・教育環境」等の整備と併せて、選ばれる熊本の実現ということで 4 つの

方針を定めています。以下、この 4 つの方針に沿って、昨年度行った取組及び今年度行おう

としている取組等を紹介したいと思います。  
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①．【方針１】デジタル技術の活用 

 

熊本県では、県の移住定住ポータルサイト「KUMAMOTO LIFE」での情報発信や移住

に関する専門誌等への広告・特集記事の掲載等に加え、昨年度よりデジタルマーケティング

による潜在需要の掘り起こしに取り組んでいます。具体的には、都市圏の 20～40 代をター

ゲットに、Facebook や Instagram などの SNS 上で、移住相談会の広告等を展開し、その

効果（上述のポータルサイトにどのくらいの割合で誘導することができたか等）を分析する

ことで、今後の広報戦略の参考にしています。 

今年度も引き続きデジタルマーケティングの手法を最大限活用し、特に、まだ移住につ

いて意識的に考えているわけではない、いわゆる「移住潜在層」へのアプローチについても

積極的に行ってまいりたいと考えているところです。 

 

また、移住相談会については、コロナ禍の影響で、令和 3 年度の約 9 割の相談会がオン

ラインでの開催となりました。昨年度 1 年間取り組んできて見えてきた課題として、オン

ラインならではの特性をまだ十分に活かしきれていないのではという点があります。そこ

で、今年度はオンライン相談会の魅力化を目指し、その利点を活かしたライブ中継やオンラ

イン交流イベント、個別相談会などを実施し、「関心を引く」・「的確に届く」相談会等を行

ってまいりたいと考えています。 

（図６）熊本県「移住定住の推進に向けた取組みの方向性」 
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そのためには、県や市町村職員の運営側におけるノウハウ習得が必須となります。今年

度はデバイス知識やプレゼン能力をはじめとする、ウィズコロナに対応した相談会に求め

られるデジタル技術の講習会や実習等を開催し、ノウハウ習得支援を行う予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②．【方針２】ターゲット（都市部）の明確化 

 

前章でも紹介したとおり、本県への転入者は東京圏や大阪圏等、そして隣県の福岡県か

らが多く、移住者アンケートの属性調査では、7 割以上が都市部からの移住となっています。

また、年齢層を見ると 20 代～40 代の若年層が 6 割強を占めています。このことからも、都

市部の若年層をターゲットに、東京・大阪・福岡事務所が各地域に応じた移住定住プロモー

ションを展開することが重要であると考えます。 

既述のとおり、コロナ禍によって現地での「リアル」な相談会が困難となり、東京・大

阪・福岡での PR 活動の縮小を余儀なくされました。しかし、そういった状況の中でも、コ

ロナ禍の波の合間を縫って、リアルの相談会等のイベントを開催したり、オンライン配信や

テレビ番組等を最大限活用したりしながら、都市圏プロモーションを展開してまいりまし

た。 

 

一例を紹介しますと、東京では、昨年 12 月に本県出身である芸人のヒロシさんをゲスト

としてお招きし、「人生とキャンプとの共通点」をテーマに語っていただきました。単純な

移住相談会ではなく、「移住×キャンプ」という切り口で行った本イベントは、東京でのリ

アル開催とオンラインでの同時配信を実施し、参加者からも多くの反響を得ることができ

ました。 

また、本年 2 月には、同じく本県出身で、SNS「TikTok」のフォロワー数が国内女性で

第 1 位の 1,000 万人超を誇る景井ひなさん等をお招きし、熊本の魅力や暮らしについて PR

【SNS 広告の例】 
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するオンラインイベントを開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に大阪では、熊本への移住の魅力を発信するテレビ番組を制作し、関西の人気情報番

組で放送するとともに、YouTube での配信を行いました。 

また、本年 3 月には、人気テレビ番組の「旅サラダ」の初の大規模イベントに県として

もブース出展しました。このイベントは他県等も出展していましたが、「旅行・食」をメイ

ンとするブースが大半を占めていたところ、本県はそれらに加え、出張移住相談ブースも併

せて出展し、熊本での移住の魅力を PR してきました。 

当日は番組からの引退を間近に控えていたラッシャー板前さんも本ブースにやってきて

くださり、当日の旅サラダの生放送でも本県の移住関連のブースについて紹介してくださ

いました（なお、その際はくまモンも駆けつけました！）。その効果もあってか、3 日間の

イベントでは多くの来場者が本県ブースに立ち寄ってくださり、本県の特産品の購入と併

せて移住相談にも立ち寄っていただく方々も多くいらっしゃいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【景井ひなさんをゲストとしてお招きした 

オンラインイベントでの一コマ】 

【熊本県ブースと大人気だったくまモン】 
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最後は、本県にとって最大の転出入先であり、移住者のアンケートでも東京都に次いで

多い福岡についてです。昨年度より、都市部でも特に福岡をターゲットにした重点的な取組

を行っております。テレビ番組の制作・放映やオンラインツアーを実施したほか、熊本県の

本庁に在席している移住相談アドバイザーが月イチで福岡県に赴き、出張移住相談会を継

続的に実施してまいりました。 

また、コロナ禍第 5 波が少し落ち着いた昨年 11 月には福岡市内において移住相談会を開

催しました。既述のようにコロナ禍以降、ほとんどリアルでの開催ができていなかったとこ

ろ、特に県主催の大規模な現地相談会としては本当に久しぶりの開催となりました。県内か

らは 12 の市町村が駆けつけ、「おらがまち」の PR タイムを行った後、先輩移住者のトーク

セッション、各市町村ブースによる移住相談コーナーも設けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント主催者として携わった筆者の感想としては、コロナ禍を踏まえて今後もオンラ

インでの相談会等は主流になっていくかと思いますが、例えば「最初に相談に乗ってくれた

相談員の熱意が移住の決め手になった」等の声も聞かれる等、特に移住という分野において

は対面での重要性も非常に高いと考えています。 

【当日は一時入場制限がかかるほどの盛況ぶり】 

【久しぶりのリアル開催】 
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今後も、コロナの状況等を見極めつつ、そして、「熱意」が画面越しに伝わるようなオン

ラインイベントも併用しながら、可能な限りリアルでのイベントもしっかり取り組んでい

く必要があるかと思います。 

 

以上のように、都市圏プロモーションについて、昨年度はそれぞれの地域の特性を考慮

しつつ、様々な取組を展開してきました。今年度も引き続き都市圏に対する効果的・戦略的

なプロモーションを展開するとともに、現在、東京・大阪・熊本に配置している移住相談ア

ドバイザーを今年度はさらに福岡にも新たに配置し、移住者からの相談・ニーズ等に的確に

応えることができる体制を構築したいと考えています。 

 

③．【方針３】意欲的な市町村等への重点支援・連携強化 

 

移住定住施策のメインプレーヤーは、やはりその地域のことを一番よく知っている「市

町村」です。特に、市町村の移住定住担当者は、限られた人員で他の業務も併せて担当しな

がら、移住定住の推進に向けて日々業務に取り組んでいます。県としては、移住定住に対し

意欲的な市町村に対し、財政支援を含めた重点的な支援を行うとともに、各関係者との連携

を強化しているところです。 

 

一例として、昨年度県が創設した市町村に対する新たな補助制度である「人材ネットワ

ーク活用事業」を紹介したいと思います。これは、市町村が行う「地域の課題解決」や将来

的な移住定住につなげるための「関係人口」の創出等に資する取り組みを県が支援するとい

うものです。 

例えば、阿蘇市では昨年秋に「愛車で GO！」というイベントを開催しました。これは、

阿蘇市への移住に興味のある方に自家用車で集まっていただき、阿蘇市や周辺市町村の生

活圏域をめぐることで、阿蘇市での生活をイメージしていただくものです。 

当時はコロナ禍第 5 波が一時的に落ち着いていた時期ではありましたが、まだある程度

人数が集まってのツアー形式でのイベントは躊躇する自治体が多かったところ、阿蘇市で

は自家用車で移動することによりこの課題をクリアし、さらに阿蘇市だけでなく周辺市町

村まで広範囲にめぐることで、移住後の暮らしのイメージをよりリアルに感じることがで

きるイベントとなりました。参加者からも大変好評で、参観者 8 組のうち 5 組が市の空き

家バンクに登録されたと聞いています。 

阿蘇市の取組の他にも、地元の産品を参加者に送付し、オンライン上で地域住民と参加

者が一緒に料理を作ることで交流を図るとともに、食を通じた観光 PR を行った天草市の取

組に対しても昨年度支援を行いました。今後も、県としてはこういった市町村の創意工夫あ

る取組に対し積極的に支援してまいりたいと思います。  
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もう一点は「住まい」に対する市町村の取組に対する支援について紹介したいと思いま

す。前章の移住者アンケートからの結果からもわかるとおり、移住者にとって最大の関心事

かつ課題となっているのは住まいについてとなっております。 

県では、昨年度「移住定住促進すまい支援補助金」制度を創設しました（図 7）。これは、

市町村が移住者の引越代や家財撤去費、住宅リフォーム代を補助する場合に、県が市町村に

対し最大でその半分を補助するものです。また、市町村が移住体験施設である「お試し住宅」

等を整備する場合にも、事業費の最大半分を県が市町村に対して補助しています。 

創設 1 年目の本制度ですが、県内 13 の市町村に活用いただき、また、県の補助制度が

「呼び水」となって、市町村で新たに移住者向けの支援制度が創設された例もありました。

今年度は空き家バンクを利用した場合の補助率や限度額の引き上げ等を行い、さらに使い

勝手の良い制度にしていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【市町村の創意工夫ある取組例】 

（図７）移住定住促進すまい支援補助金のイメージ 
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住まい関係ではもうひとつ、「空き家バンク」に対する取組についても紹介したいと思い

ます。市町村が整備・運用している空き家バンクは、移住者が住まいを確保するために有効

な制度であり、熊本県内でも多くの市町村（全 45 市町村のうち、41 の市町村）が空き家バ

ンクを整備しており、それぞれ、各市町村の HP 等で空き家情報を移住希望者等に発信して

いるところです。 

しかし、この空き家バンクは、移住希望者にとっては、①市町村毎の空き家バンク HP で

あり、それぞれの登録件数が少ない、②希望に合致した物件を広域的・横断的に検索しづら

い、③知りたい情報が載っておらず、そもそも見にくい、等の課題があります。 

また、市町村としても、①知名度が低い市町村の場合、移住候補地として認識されず、

HP を見てもらえない、②空き家バンク HP への掲載、更新の負担が大きい、等の課題を抱

えているところです。 

そこで、移住希望者にとって利便性が高く、情報にアクセスしやすく、また、市町村にと

っても、掲載の負担感が少ない、「広域的な空き家バンクプラットフォーム」を県主導で構

築することができないか、昨年度から検討に入っているところです。 

昨年度、県内の宇城市では、熊本県立大学の研究室と連携して「宇城市空き家・空き地バ

ンク制度」の情報発信に関する研究事業を行い、その成果として「宇城市空き家・空き地バ

ンク 360」を本年 5 月に開設しました（図 8）。県も当該研究に参画し、HP のデザイン等の

検討を一緒に行いましたが、この宇城市の空き家バンクの特徴は、360 度カメラや、昨年の

東京オリンピックの開会式でも話題となった「ピクトグラム」等を多く用いて、とにかく利

用者にとってわかりやすい・見やすい HP となるよう最大限の配慮を行っているところで

す。 

県としては、この宇城市の空き家バンク HP を参考にしつつ、市町村の担当者にとって

負担となっている掲載・更新等の作業もなるべく最小化し、かつ、ランニングコストもでき

るだけ小さくした広域的な空き家バンクプラットフォームを構築したいと考えているとこ

ろです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※宇城市 HP より https://sumaibank.jp/uki/ 

（図８）「宇城市空き家・空き地バンク 360」のイメージ 
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④．【方針４】関係人口等の拡大 

 

最後の方針として、関係人口等の拡大を掲げています。この「関係人口」とは、「移住し

た「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域と多様に関わる人々を指

す言葉」（図 9）であり、人口減少下における地方部において、地域づくりの担い手となる

ことが期待されています。 

移住の分野においても、いきなり移住に至るケースは極めてまれで、移住前の関わりと

して、例えば旅行・観光で訪れたことがあることや、ふるさと納税で支援したことがある等

の何らかの関わりを経て、最終的に移住・定住にまで結び付く場合がほとんどであると考え

られます。そのため、この「関係人口」をいかに創出・拡大させていくかが、長い目で見る

と移住定住につながる大変重要なポイントになるのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こういった考え方のもとに、県としても関係人口の拡大について積極的に取り組んでき

たところであり、③．で紹介した市町村による特徴的な取組への支援はもちろんのこと、県

が主体となって取り組んでいるものとして、本稿では「熊本コネクションプロジェクト」を

紹介したいと思います。 

熊本コネクションプロジェクト、通称「クマコネ」は、平成 28 年の熊本地震前後を契機

に主に首都圏の本県に縁のある方々をネットワーク化したもので、現在約 700 名弱の方々

が登録しています。 

これまでの主な活動としては、メールマガジンの配信や、東京での交流会の実施等でし

たが、コロナ禍により、近年はリアルでの交流会の開催が難しい状況となってしまいました。

そこで、本年 2 月と 3 月にオンラインでの交流会を開催しました。まず、2 月は阿蘇から、

「神楽男子」による神楽の披露と、黒川温泉の湯明かりの中継を行いました。いずれも、本

※総務省 HP より https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/about/index.html 

（図９）関係人口のイメージ 
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来であれば阿蘇に来なければ見ることのできない内容でしたが、熊本ファンの皆様にオン

ラインで体験いただくことができました。 

また、3 月には人吉市のサテライトオフィス施設「osoto Hitoyoshi」から、「「地域」とつ

ながる新しいカタチ ワーケーション熊本モデル」と題し配信を行いました。これは、クマ

コネ会員の社長が経営する会社が人吉球磨地域でワーケーションを行ったことから実現し

たもので、当日はワーケーションの中で取り組んだ地域課題の解決等について紹介いただ

くとともに、熊本でのワーケーションの魅力について PR を行いました。 

どちらのイベントも配信中チャット機能を活用した質疑応答等の双方向でのコミュニケ

ーションも図られ、また、最後には早押しクイズによるプレゼント大会等も行われ、オンラ

イン上でも大いに盛り上がりました。両イベントとも 60～70 名程度の参加があり、コロナ

禍における新たな形での交流会を実施することができたと感じております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、熊本に縁のある方々をつないでいるクマコネプロジェクトですが、一方で

課題として、①会員数が伸び悩み、若年層が少ない、②東京圏以外が少ない、③会員と熊本

をつなぐ活動が近年少ない、等が挙げられます。そこで、今後は本県に縁のある人材だけで

なく、本県と多様に関わり、応援してくれる人材（まさに「関係人口」）を増やすための取

組とし、居住地・年代を問わず参加してもらえるような魅力ある活動を目指していきたいと

考えています。  

【オンラインイベントで全国の熊本ファンと双方向での交流を】 
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具体的には、会員の対象を「熊本に縁のある人材」から、「熊本のファン」に広げるため、

プロジェクト名の変更を含めた抜本的な見直しを図っていく予定であり、例えばスタンプ

配布等の公式 LINE の魅力化や市町村の特産品送付キャンペーン、若年層向け交流会の実

施等による関係人口増の取組や、セカンドキャリア支援としてビジネス層会員向け交流会

の実施等を検討しているところです。これらの取組を通じて、全国に熊本のファンをつく

り・つなげていく活動に今後も積極的に取り組んでまいりたいと思います。 

 

4．～おわりに～ 

 

前章では本県における様々な移住定住施策について、いくつかの具体事例を紹介してま

いりました。 

県の総合戦略である「第 2 期熊本県まち・ひと・しごと創生総合戦略」においても、熊

本への人の流れの創出は持続可能な社会の実現に向けた重要な施策のひとつと位置付けて

おり、目標値である KPI を、「移住者数：令和 2 年から 5 年で 1 万人」と定めています。移

住者数については令和 2 年が 1,620 人でしたが、令和 3 年は 2,025 人と増えてきており、

また、本県の移住相談窓口への相談件数は、令和 2 年の 1,200 件から令和 3 年は 2,041 件

と約 1.7 倍に増加しており、このことからも地方移住の関心の高さを感じているところで

す。（図 10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（図 10）移住者数、相談件数、移住希望地ランキング等について 
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さらに、東京に本部がある NPO 法人ふるさと回帰支援センターが公表した「2021 年の

移住希望地ランキング」において、熊本県は 18 位にランクインしました。本ランキングは

日本における最大の相談窓口（本県も同センターに窓口を設置）である同センターの来場者

等からのアンケート等に基づき毎年発表されているものになり、本県がランクインしたの

は平成 28 年以来 5 年ぶりとなります（なお、21 位以下は順位非公表）。 

同センターも、「昨年の 20 位以下から、京都府（17 位）、熊本県（18 位）、新潟県（20

位）がランクインした。このことから、2020 年は、東京近郊の人気が顕著であったが、2021

年は、その人気が東京近郊以外の全国にも広がったと言える。」と傾向の分析をしていると

ころです。 

 

このように、熊本県ではコロナ禍における「都市から地方へ」という人の流れを好機とと

らえ、関係者が一丸となって移住定住の推進に取り組んでおり、実際に移住者が増大する等

の確かな手ごたえを感じているところです。 

一方で、「住まい」等、移住者を受け入れる環境の整備等についてはまだ課題もあり、ま

た、本県で暮らすことの魅力を最大限にお伝えしきれているか、と問われればまだまだ十分

ではないのが現状ではないかと感じております。 

筆者自身も家族を連れて熊本にやってきた、「広義の移住者」のひとりですが、子育て環

境や温泉、食、自然等々、「くまもと暮らし」の魅力をまさに日々肌で感じているところで

す（このあたりは別途【コラム】にまとめましたので、お時間ある方はご笑覧いただければ

と思います）。 

引き続き、県としても住みたい県・選ばれる県を目指して、より一層移住定住の推進に取

り組んでまいりたいと思います。また、筆者個人としても先輩移住者のひとりとして「くま

もと暮らし」の魅力をしっかり発信してまいりたいと考えております。 
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☆コラム☆ 小さな子連れ「移住者」として感じたくまもと暮らしの魅力 

～はじめに～ 

本稿ではコロナ禍をチャンスととらえ、熊本県における移

住定住の推進について紹介したところです。地域振興担当

課⾧であった昨年度は、筆者自らくまモンの法被を着て移

住相談会やイベント等に立ち【写真１】、アドバイザーさながら

移住相談等に乗ったりもしていました。 

さて、かくいう筆者自身も、熊本赴任に当たっては妻と

小さな子どもふたり（６歳男児と２歳女児）を連れてきて

おり、（本県における移住者は、転勤等会社都合の転居

は除いておりますが、）「広義の移住者」であると自認しています。 

本稿の最後にも、「本県で暮らすことの魅力を最大限にお伝えしきれているか、と問われればまだまだ

十分ではないのが現状」と自戒の念も込めて述べました。近年ではインターネットや SNS 等で様々な情

報を簡単に得ることができるようになり、それは移住の分野でも同様のことが言えますが、移住者の「ホンネ

の声」というものはネット上でもなかなか見つかりにくいかと思います。 

そこで、（本稿も多分に私見が含まれていましたが、）本コラムでは、小さな子どもを連れて熊本に「移

住」してきている筆者が、完全私見に基づいて「くまもと暮らし」の魅力等をお伝えしたいと思います。 

 

Q１．公園など、子どもが遊べるスポットはどのくらいあるの? 

→ A おっきなアスレチックが県内いたるところにあります!また、牧場、動物園、水族館、図書館等々、

子どもが喜ぶスポットもたくさんです。 

 

小さな子連れの場合、まずはなんと言っても子どもたちが遊びまわれる公園の存在が最重要かと思いま

す。筆者は熊本市東区の住宅街に住んでいますが、徒歩圏内にもいくつか公園があるほか、ちょっと車を

走らせれば、県内東西南北どの方向に向かってもおっきなアスレチックがある公園にたどり着くことができま

す。特に我が家の子どもたちは阿蘇にある「あそ☆ビバ」【写真２】という公園が大好きで、阿蘇方面にドライ

ブに行くと、もはやここが主目的地になるくらいです。 

その他にも、市内の大きな川沿いの公園内ある（おそらく）県内最大級のアスレチックである「ひごっこ

ジャングル」【写真３】や、まちの特産品のにんじんにちなんだキャラクターが目を引く菊陽町の「鼻ぐり井手公

園」【写真４】、クルーズ船受け入れに合わせて新たに整備されたくまモンがいっぱいいる「くまモンポート八代」

【写真５】などなど、ここでは紹介しきれないくらいたくさんの公園があり、子どもたちを遊ばせる場所にはまず困

りません。 

筆者もコロナ禍で熊本に赴任してきましたが、おっきな公園で子どもを目いっぱい遊ばせることができる

環境が、ある意味、一番熊本に家族を連れてきてよかったなと日々感じているところです。  

【写真１】真ん中が筆者、イベント等でくまモンの 
法被を着すぎて課員に「正装」と言わしめました 
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また、県内には観光牧場も数多くあり、動物とのふれあいのほか、アルプスの少女ハイジに出てくるかの

ようなおっきなブランコがある「阿蘇ミルク牧場」【写真６】や、まさかのオリの中に入ってカンガルーにエサをあげ

ることができる「四季の里旭志」【写真７】、こちらも超近距離でイルカとのふれあいが楽しめる上天草市の

「海中水族館シードーナツ」【写真８】などなど、子どもが嬉しいスポットもたくさんあります。 

動物という点でいうと熊本市内にある「熊本市動植物園」【写真９、10】も外せません。市民の憩いの場で

ある江津湖の湖畔に位置し、ゾウさんやキリンさん、レッサーパンダさんなどなどたくさんの動物がいます。さら

に、ちょっとした公園や遊園地ゾーンまであり、我が家では週末に父子３人で遊びに行くのが恒例となって

います（すでに 20 回以上来園しています!）。 

市内で言うと、実は筆者の勤務地である県庁【写真 11】もワンピースのルフィ像があり、立派な観光・憩い

スポットとなっています。秋にはイチョウ並木が見事に黄色に色づき、娘はここで落ち葉拾いをするのが好き

です。 

雨の日でも室内で遊べるスポットが県内には多くあります。菊池市の「KiCROSS」【写真 12】は「ゆっくり過

ごしたい世界の 12 の図書館・書店」のひとつに選ばれた素敵な図書館。また、今春水俣市にオープンし

た「木のおもちゃ館きらら」【写真 13】は子どもだけでなく、大人も楽しめるようなたくさんの種類の木のおもちゃ

があります。さらに、令和２年７月豪雨で甚大な被害を受け現在も復旧の見込みが立っていない人吉・

【写真２】我が家の子どもたちにとっては阿蘇と言えば 
「あそ☆ビバ」というくらい大好きな公園 

【写真３】超巨大なアスレチック、この中に遊ぶ場所が 
150 箇所以上あるとかないとか 

【写真４】にんじんの他にもスイカやミカンなど、 
特産品を冠したアスレチックが県内に多くあります 

【写真５】ビックくまモンのほか、 
計 84 体のくまモンがお出迎え! 
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球磨地域の JR 肥薩線ですが、人吉駅ヨコにある「人吉鉄道ミュージアム MOZOCA ステーション 868」

【写真 14】は元気に営業中で、ミニトレイン等に乗ることができます。 

最後に、県内にはキャンプ場がたくさんあり、特に最近は手軽にキャンプを楽しむことができる「グランピン

グ」施設が増えています。我が家も先日甲佐町にある「COMMON IDOE」キャンプ場【写真 15】でグランピ

ングを初体験してみましたが、おっきなテント内にはベッドもあり、冷暖房完備、食材も全部セットでおしゃ

れな BBQ ができ、しかも火起こし＆片付け等までスタッフにお任せで、子連れ＆初心者でも楽しくキャン

プを行うことができました。 

ということで、公園はじめ、とにかく子どもを連れていく場所には困りません。というか、いろいろ行きたいと

ころがありすぎて迷ってしまうくらいです! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【写真６】ダイナミックなブランコ、息子、 
そのまま空に飛んで行ってしまいそうです 

 

【写真７】日本広しといえど、オリ内でカンガルーにエサを 
あげることができるのはここだけではないでしょうか 

【写真８】ここも有料のふれあいタイム以外の時間は 
飼育員さんもいない中、勝手にイルカと遊ぶことができます 

【写真９】マサイキリンは全国でも珍しいよう、 
最近、嫁候補としてメスのキリンさんもやってきました 
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【写真 10】我が家が大好きだったマンドリルの小太郎、 
残念ながら昨年亡くなってしまいました… 

【写真 11】県庁前のプロムナード、紅葉の時期は 
多くの人がやってきます 

【写真 12】特徴的な本棚の配置、子どもゾーンは 
寝っ転がって本を読むこともできます 

 

【写真 13】おままごとセットが充実、その他にも 
いろんな木のおもちゃがあり大人でも楽しめます 

 

【写真 14】ミニトレインのほかにも、木のボールプールや 
巨大なプラレールのセットも 

 

【写真 15】グランピングテントの中、 
キャンプとは思えない設備の充実ぶり 
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Q２．黒川温泉以外にもたくさん温泉があるってホント? 

→ A 県内いろんなところに温泉が湧出しています。さらに、独自の温泉文化である「家族湯」は 

子連れでも気軽に温泉を満喫することができます! 

 

全国で 5 番目に源泉数・湧出量を誇る熊本県。全国的に有名な温泉地と言えば黒川温泉ですが、

それ以外にも県内にたくさんの温泉があります。泉質もいかにもといった硫黄系からお肌つるつるのアルカリ

系、海に近くしょっぱめの塩化物系などなど様々です。筆者はもともと温泉好きだったのですが、熊本に赴

任して県内のいろんな温泉をめぐることでさらにその道の奥深さを知り、体系的に勉強して「温泉ソムリエ」

の資格を取得するくらいさらに温泉にハマっています。 

さて、筆者はこの２年間で県内の温泉を 50 箇所以上、延べでは 80 回以上めぐっていますが、今回

は特に子連れで温泉を楽しむことに着目していくつかおすすめの温泉を紹介したいと思います。 

まずは、何と言っても「家族湯」を紹介しないわけにはいかないでしょう。家族湯は熊本県や隣県の鹿

児島県が発祥と言われており、びっくりなのはその手軽さです。県内には家族湯だけたくさんある日帰り温

泉施設が数多く存在し、50 分～80 分で 1,500 円～2,500 円くらいで利用できます。 

小さな子連れ家族にとって、日帰り温泉はハードルが高いところ、家族湯であれば小さな子連れでも気

兼ねなく温泉を楽しむことができるのは本当に恵まれた環境だと思います。例えば関東に住んでいても温

泉は周辺にたくさんありますが、家族みんなで入るためには、例えば箱根や伊豆あたりの高級旅館で露天

風呂付きのお部屋に泊まらないとなかなか難しいと思います。ここ熊本では、本当に気軽に家族湯を利

用することができ、我が家の子どももすっかり温泉好きになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いくつか紹介すると、まずは県北部のわいた温泉【写真 16】。スイッチを押すと勢いよくコバルトブルーの温

泉が出てきてあっという間に湯が溜まります。なお、温泉利用者は敷地内の蒸し場を無料で利用できると

ころも多く、お野菜等持参でお風呂上りにふかしたてのお芋等をいただくのが最高です【写真 17】。 

家族湯はほかにも併設の自然食バイキングレストランとのセットプランがお得な阿蘇乙姫温泉の「湯ら

【写真 16】いわゆるコイン式で、 
お金入れるとお湯がどばどば注がれます、景色も絶景 

 

【写真 17】ただ温泉で蒸しているだけですが、 
お芋やお野菜の甘みが引き立ち本当に美味しいです 
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癒ら」【写真 18】や、ちょっと値段が張りますが子連れ安心の畳敷きの広い内湯に露天風呂までついた平山

温泉の「善屋」【写真 19】あたりは我が家御用達の温泉です。また、名湯玉名温泉の「つかさの湯」【写真 20】

は大浴場もありますが、敷地内に離れがあり、とっても広い内湯がついたお部屋に日中 6 時間昼食付き

で滞在することができ、ここもお気に入りの温泉です。 

比較的リーズナブルなお値段でプライベートな部屋付き温泉を楽しめるのが 1 棟独立型の宿。県北に

ある「守護陣温泉」【写真 21】や麻生釣温泉の「亀山の湯」【写真 22】はまさにこのタイプで、既述の蒸し場で

温泉蒸し料理を作ったり食事を持ち込んだりして滞在中ひたすら温泉三昧できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

温泉旅館のお楽しみであるお料理までフルで満喫したい場合は山鹿温泉の「眺山庭」【写真 23】がおす

すめ。まるで化粧水のようなとろとろの泉質の温泉を 24 時間部屋付きの内湯で楽しめます。有名な黒

川温泉はハイクラスの宿も多く、予約も困難な場合もありますが、車で 10 分程度の山あいにある扇温泉

の一軒宿「おおぎ荘」【写真 24】は比較的リーズナブルに宿泊でき、絶景の混浴露天風呂もタイミングが合え

ば家族で入ることができます。 

最後に紹介するのは平成 28 年の熊本地震の被害から見事に創造的復興を成し遂げた南阿蘇村の

【写真 18】特別室だと内湯＋露天に加え、 
何とカプセル岩盤浴設備までついています 

 

【写真 19】熊本赴任して最初に入った温泉が平山温泉 
ですが、あまりの泉質の良さにびっくりしました 

 

【写真 20】この贅沢なつくり、こんな温泉がついた部屋を 
関東で泊まろうものなら何万円するか… 

 

【写真 21】1 棟独立タイプの内湯、滞在中このひろい温泉に 
好きな時間に好きなだけ入ることができます 
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地獄温泉青風荘の「すずめの湯」【写真 25】。建物や施設はモダンに生まれ変わり、足元から一切空気に

触れず湧出してくる温泉は「奇跡の湯」と言われ、灰色に濁った硫黄臭ただよう強酸性の泉質は強烈で

す。ここは現在は水着＆湯あみ着用となっており、ここも家族一緒に温泉に入ることができます。 

…と、これ以上語ると止まらなくなってしまうので本コラムではこのくらいにとどめておきますが、とにかく県

内には特徴的な、そして家族連れでも一緒に楽しめる温泉がたくさんあります!おっきなアスレチックのある

公園で目いっぱい遊び、家族湯で汗を流す、我が家の休日の王道パターンです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【写真 22】1 棟独立タイプ、こちらは露天がついています、 
新棟なので全体的に綺麗 

 

【写真 23】ここは本当にお気に入りで、すでに 5 回 
泊まっています、宿の方ともすっかり顔なじみです 

 

【写真 24】この絶景の露天風呂! 
目の前の山には放牧中の馬さんも見えました 

 

【写真 25】足元からぼこぼこ湧き出ている温泉、 
特に息子がここ大好きです 
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Q３．スーパーなどのお買い物事情や、美味しい食べ物を PR して! 

→ A スーパーでは特にお野菜が新鮮＆激安。グルメは野菜・お肉・海鮮と美味しいものばかり!あと、

意外とパン・スイーツのお店も多いです。また、阿蘇の自然に育まれた「名水地」も県内いくつもあ

ります。 

 

農業出荷額が全国第５位である熊本県。トマトやすいかは全国 1 位のシェアを誇り、ほかにもメロンや

いちご、なす、しょうが、くり等々いずれも全国 2、3 位のシェアとなっています。地元のスーパーをのぞいてみ

ると、どれも新鮮かつお値段もかなり安く、スーパーの軒先で農業県であることを再確認させられます。妻

曰はく、「とにかく野菜が新鮮で安くて美味しいのが本当にうれしい」とのことです。 

また、県内各地にある道の駅や物産館等でも新鮮なお野菜・果物等を購入することができます【写真

26】。ドライブがてら、道の駅めぐりも休日の楽しみのひとつです。 

もちろんグルメも美味しいものばかり。熊本のお肉と言えば「あか牛」、阿蘇の大自然で放牧され育った

あか牛はさっぱりしながらも赤身のうまみがダイレクトに感じられ大変美味【写真 27】。お魚は特に天草地方

で獲れたものが新鮮で、天草の居酒屋に行くと新鮮＆ものすごい量の刺身盛りに出会うことができます【写

真 28】。また、先の豪雨災害で秘伝のタレが流出してしまった人吉市にある老舗のうなぎ屋さんも昨年営

業再開。全国からファンがあつまるうな重は二段になっており、幸せの一言に尽きます【写真 29】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【写真 26】安いだけでなく本当に美味、肉食だったのですが 
熊本来て野菜の美味しさに目覚めました 

【写真 27】BBQ で出てきたあか牛肉の塊! 
最近歳なのか、赤身肉のほうが美味しく感じます 

【写真 28】天草の居酒屋での一皿、普通のコースを 
頼んでいるのにこんな豪華なお刺身盛りが! 

【写真 29】水害の被害を乗り越え営業再開、 
うなぎが二段になっていて最高に美味 






































